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アー トプロジェクトの構築 Ⅱ
～ アー トとしての

″
場
″～
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Construction of an art project s6rnatreeoo

..TOPOS" regarded as an art -

Chikako Nrzu, Takeshi Ann, Eve ENoo, Hitorni Sarlxr,

Atsuko SHnnoca,rr, Kin'ya MatsuMoro and Machiko Oorxs

アートとしてのモノ (楽器
“matrec")を製作した過程は、アートプロジェクトの構築 Iで報告した通りであ

る。本稿では、「72時間」のアートプロジェクトの最後に実施した、楽器
“matree"を介したセッションをアー

トとしての“場
"という視点で捉え、その時間 ・空間を構築するする過程を追うことにより、教育学部で培うべ

き実践的な力量、および教員による支援の在り方を明らかにしようとするものである。

1◆ 音楽的場

筆者らは、melody O rhythm O tcmpO・timbre O dynamics O form e textureなど音を知覚する多様性を

楽しみながら、アイディアの一貫性や普遍性を発見するという 「知」が働く「場」を 「音楽的場」とし

て捉えて実践を重ねている
*ヽ
本稿のキーヮードともいうべき 「場 (トポス)」という概念は、「自然な

場所」としての性格、「ものをそのうちに含む容器」としての性格をもつが、最も重視しているのは、

「相互主体的かつ相互作用的にコミットし、物事と自分との間に生き生きとした関係を持つ場」という

点である
*2。

二重大学教育学部に、このような 「場 (トポス)」を設定し、実践を展開している目的は、中村雄二

郎の言及する 「総合的・直感的であり、表層の現実だけでなく、深層の現実にも目を向ける場」と対峙

することが教員としての力量形成の基盤となると考えるからである。

また、学生と教員が協働するという形態をとりながら、現場と協働する目的として、実践的な場にお

いては、「対象との循環的・力動的関わりの中での実践的な実証性が求められること」を理解しあうこ

とも強調したい。

とりわけ、身体を通して体験したコト・モノを、どのように形式知に変換するかという感性の問題、

あるいは、その判断を司る科学性 ・客観性について、従来から美術 ・音楽などの表現領域では曖味にさ

れてきた
*3。

① 実 践者 (研究者)に は、「場」で得たデータに基づき、仮説生成一検証を進める 「知」が求めら

れている。

② 音 楽活動の独自性は言語でなく音楽を媒体とするため、「データ収集の場」としての実証性につ

いては、他領域よりも細かい検討が必要である。
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